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おすそわけコミュニティサービス 
学内向けおすそわけコミュニティの提供 

チーム おすそわけサービス 
●  末木 顕人 :  チームリーダー 
●  東 高太朗 
●  石井 琢満 
●  KAVERI TANTI 
●  駒林 健太 
●  広中 響 
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1. 背景 
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・売っている食材の単位量が多い 
　ex キャベツ半玉,  
⇒ 調理しすぎる 

 
・余った食材の管理が面倒 
 
➔ 腐らせたりして無駄になると、 

もったいない 
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2. 現状の問題とその解決 
アンケート実施 

●  Googleフォームを利用 

●  電通大生435人から回答 

●  現状調査が目的 

●  余り物への対処・その方法について質問 
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2. 現状の問題とその解決 

3割以上の人が捨てている現状 
(435人を対象に実施) 

誰かに 
おすそ分けする 

捨てる 

保存して食べきるか
ら余らない 

Q. 食材や料理が余った場合、どのような
対処をすることが多いですか 



6 

2. 現状の問題とその解決 

「おすそわけ」という考え方 
 

”もらいものの余分を分配すること。 
　また、利益の一部を分配すること。” -広辞苑より引用- 
 
 
 

余り物の食品を分配することと定義 
 

個人の使用の範囲を超えて 
食品が余ってしまうのであれば、 
それを他者におすそわけすることで 

処理すればよい 
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2. 現状の問題とその解決 
Q. 誰かがおすそ分けしてくれる食材や料理を 

欲しいと思いますか 

半数以上の人=>おすそわけ欲しい 

NO 
YES 



・売っている食材の単位量が多い 
　ex キャベツ半玉,  
⇒ 調理しすぎる 
・余った食材の管理が面倒 
 
➔ 腐らせたりして無駄になると、も
ったいない 
　捨てないほうが絶対良い 

おすそわけの代行(食品の委託管理) 
 ・コスト(場所・設備)がかかる 
 ・学生では困難 
 ・仲介による時間的コスト 

  => 生物の扱いに向かない 
おすそわけを促進する(コミュニティ作り) 

 ・既存の解決法をサポート 
 ・余り物の処理を個人に委託する 

 (crowdソーシング) 
 ・ユーザ同士相互におすそわけ(C2C) 
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2. 現状の問題とその解決 



おすそわけ 
コミュニティサービス 

　　を提案 
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3. 提案 
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3. 提案 

Share your meal Mealku 
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3. 提案   
市場 

・おすそわけする相手を 
見つけたい 

・おすそわけが欲しい 
 
 

ShareYourMeal等 
会員(会費)制度、 
金銭の取引、 
ユーザー制限(調理場
の衛生検査)等 
=> ハードルが高い 

おすそわけサービス
チーム 

コミュニティの提供
に徹底、 
通貨制度の非導入 
=>軽快なおすそわけ 
環境を提供 



おすそわけ
環境 
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3. 提案 
おすそわけサービスチ

ーム 

あげる人
Customer 

もらう人
Customer 

提供 

C2C 



●  おすそわけ情報を投稿・検索・閲覧する機
能を提供 

●  端末の位置情報に基いて、 

より適切なおすそわけ情報を提案 

 => 物理的距離の近い相手とマッチング 

●  おすそわけ相手との連絡機能を提供 

モバイルアプリケーションの提供 
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4. プロダクト 
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モバイルアプリケーションの提供 
 
 ・Androidアプリケーションの設計・開発・提供 
・サービスの運営 
・食品廃棄状況の追跡調査 

＆サービス内容の改善提案 
将来的には一般の人々を対象にサービス提供 

5. プロジェクトスコープ 

まずは対象を電通大生に限定し、実験的に実施 
 ＝＞ ユーザの要求を調査しつつ 
　　コミュニティの拡大を目指す 
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８月まで ９月 

・おすそわけ 
　現状調査 
・サービス計画 

・サービス計画 
・おすそわけサービス
　システム要件定義 

１月 

・Androidアプリ 
　ケーションの 
　設計・デザイン 
・運営方法の検討 

・Androidアプリ 
　ケーション開発 
・おすそわけ 
　サービスシステム
　　の構築 

１０月 １１月 １２月 

・おすそわけサービス 
　の提供・運営 
・おすそわけ状況の調査 

6. ロードマップ 

１月～ 

サービスの 
再検討・改善を 
繰り返しつつ 
コミュニティを拡大 
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ご清聴 

ありがとうございました 


